
整理
番号

事前意見・質問等（題名）
〔　〕内は意見等の提出があった小校区

（内容） 【回答】 担当課・連絡先

合併から４年が経過し、西尾市行政は何事もなく円滑に行われている
ように見受けられます。しかし、市長の施政方針の中に「少子高齢化や
公共施設の老朽化など、時代は移り変わり直面する問題は多様化してい
る」とあります。これについて質問します。

【質問１】
最初に、西尾市の財政状況について、どのような状況であるのかお聞

かせください。もし、台所状況が苦しい状態であるのなら、旧幡豆郡３
町の負債を抱え込んだために、このような状況を招いたのではありませ
んか。

【質問１】
西尾市の財政状況については、自治体の財政状況を表す指標として使

用されます「財政力指数」を基に説明させていただきます。
この「財政力指数」は、１.０を上回るほど財源に余裕があるとされ

ています。平成２６年度の西尾市の財政力指数は、０.９９でございま
した。愛知県及び西三河での状況は、財政力の高いほうから数えて、県
下では、３８市中１３位であり、昨年度から順位が８つ上がっていま
す。また、西三河では、９市中７位であり、昨年度と比較し２つ上が
り、６位の岡崎市とは同率となっており、堅調な財政状況であると認識
しております。

財政課

【質問２】
「公共施設などの老朽化対策に係る経費の増加が見込まれる」と述べ

ていますが、これも旧幡豆郡３町における対策の遅れによるものではな
いでしょうか。また、市では「新たなまちづくりの出発点」をテーマに
掲げる公共施設配置事業が進められ、民間企業を活用するＰＦＩ事業に
よって、質の高い公共サービスを提供していくとのことですが、これは
どのような手法であり、どのように進められていくのかをお尋ねしま
す。もし、この手法がうまく行かなかった場合、西尾市の財政に負担に
なることはないのでしょうか。

【質問２】
西尾市が公共施設を再配置する５つの理由は、「少子化・超高齢化」

「施設の一斉老朽化問題」「合併に伴う重複施設の解消」「市民の大き
な期待」「厳しい財政状況」であります。確かに、建設後の年数が古い
建物の割合は旧幡豆郡三町の方が高いのですが、今回の第１次実施計画
では「建物の安全性の確保」を最優先課題としています。ちなみに第１
次実施計画の対象施設は、西尾地区が１５施設、一色地区が１３施設、
吉良地区が１０施設、幡豆地区が３施設となっています。

次にＰＦＩ事業についてでありますが、ＰＦＩとは、民間の経営能力
と技術力を活用し、公共施設の設計・建設・維持管理・運営を長期に一
括で発注する、国が成長戦略の一つとして進めている公共事業の手法で
あります。

西尾市では、公共施設の問題を行政だけでなく民間企業の創意工夫な
どを活用して解決していくために、今回、５つの再配置プロジェクトに
ＰＦＩ事業の新方式を導入しました。現在は、本年３月末に公表しまし
た募集要項に基づき、今年度末までに事業者が選定できるように企業と
の対話などを進めているところであります。市民の皆さまには来年１月
１７日に公開プレゼンテーションの形で応募者の企画提案の内容を披露
させていただく予定です。

ＰＦＩ事業で大切なことは、行政が民間企業の業務状況を把握し、適
切な監視を継続することです。このため、今回のＰＦＩ事業では、行政
だけでなく外部有識者による監視業務も予定しています。

また、財政負担につきましては、そもそも公共施設再配置自体が公共
施設の総量を減らす取り組みでありますので、次世代の財政負担の軽減
を図ることになります。

ＰＦＩ事業については、適切な監視業務に基づき、市議会の承認を受
けた予算で毎年度、支払うことになりますので、市の財政負担につなが
らないと考えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次ページに続きます）

資産経営課

平成27年度「市長と語る市政懇談会」　事前意見・質問等一覧7/30 鶴城地区　〔鶴城・八ツ面〕

旧幡豆郡３町との合併後の西尾市財政
状況と公共施設の老朽化対策について
〔八ツ面〕
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【質問３】
　少子化対策についての具体的施策をお聞かせください。

【質問３】
少子化対策は、子育て家庭を取り巻く環境の変化に的確に対応できる

よう、市民ニーズに応じた様々な子育て支援の施策を積極的に推進し、
若者たちが安心して子どもを産んで育てていける地域社会をつくってい
くことが一番大切であると考えております。

市では、本年４月の子ども・子育て支援新制度の施行に伴い、「西尾
市子ども・子育て支援計画」を策定し、この計画に基づき、総合的かつ
計画的に子育て支援を実施してまいります。

具体的な施策については、子ども医療費の無料化を平成２１年度から
中学校３年生まで拡大し実施しており、平成２２年度からは市独自の出
産支援金制度を導入しております。また、平成２６年度から保育園・幼
稚園の給食費無料化を実施しております。

手当関係では、児童手当を始め、児童扶養手当、遺児手当、まどか基
金による交通遺児への就学援助費の支給などを実施しております。

また、第３子以降のお子さんに対し、児童手当支給額の増額や保育園
での保育料無料化、幼稚園での保育料補助など、各種の子育て支援策を
拡充してきております。

次代を担う子どもたちは「社会の宝」であります。今後も、結婚、妊
娠、出産、育児への切れ目のない支援を行っていくなど、子育て支援体
制の一層の充実に努めてまいります。

子育て支援課

施政方針の中で、市長は「将来を担う子供たちは宝であります」と言
い、「安全・安心なまちづくり」として、防犯・交通安全について訴え
ています。

さて、通学路に指定されています新渡場交差点から鶴中北交差点まで
の間は、道幅が狭く、歩道には電信柱や交通標識、バス停の標識が立ち
並んで通行の妨げになっています。その上、鶴城中学校や西尾高校、鶴
城丘高校の自転車通学者と、鶴城中学校や鶴城小学校の徒歩通学者が重
なり、危険な状況にあります。また、鶴小校区内には前述した学校があ
り、不審者が数多く出没する地区でもあります。

【提案・要望１】
新渡場交差点からサカキバラ自転車交差点までに設置されている緑の

カラー舗装を延長して鶴中北交差点まで道路東側に新設、歩道上の妨げ
になる物の撤去などを実施して、徒歩通学者や自転車の通学路を分離す
るなどの安全対策を考えてはいかがですか。

【提案・要望１】
現地を確認いたしましたところ、ご要望箇所の道路におきまして、歩

行者や自転車の通行に支障となる電柱などの施設が複数ございました。
通学時における児童・生徒の安全を確保するためには、用地取得を伴

う道路拡幅による整備が有効であると考えておりますが、本路線につき
ましては、現時点で拡幅計画の予定はございません。

電柱など支障となる施設について、現況道路内での移設は移設場所が
限られており、移設効果が低いため、道路に隣接した地権者様のご協力
により民有地への移転が可能となれば、現状の改善効果は高いと考えて
おりますので、地域の方々のご協力をお願いしたいと思います。

なお、現状で改善が可能な施設等につきましては、施設設置者と調整
し、少しでも改善を図ってまいりたいと考えております。

また、カラー塗装でございますが、サカキバラ自転車交差点から北側
は、通学路になっている道路東側の路肩、交差点から南は、道路西側の
路肩に設置することを検討し、児童・生徒の安全確保に努めてまいりた
いと考えております。

土木課

【提案・要望２】
各小中学校の正門付近に防犯カメラを設置する計画を考えてみません

か。

【提案・要望２】
現在、市内の各学校では、児童生徒の登下校時に、ＰＴＡや地域の皆

様のご協力もとで、名称はそれぞれ違いますが地域の実態にあった交通
安全指導や防犯対策活動を展開していただいております。例えば、八ツ
面小校区では、キッズパトロール、わんわんパトロール、町内パトロー
ル、町内ボランティア隊、歩こう会など、鶴城小校区では育成会、見守
り隊、他の校区ではおやじの会や交通ママさんなど、どの校区にも多数
の取り組みがあります。

児童生徒の登下校中の安全確保や不審者対策のために、防犯カメラを
設置することは、有効な方策の一つであると考えております。昨年度、
西尾市では初めて、花ノ木小の正門付近や学校周辺に防犯カメラを設置
しました。各学校につきましても検討していきたい課題でありますの
で、危機管理課とも協議をしながら調査研究をしていきたいと思ってお
ります。

教育庶務課

旧幡豆郡３町との合併後の西尾市財政
状況と公共施設の老朽化対策について
〔八ツ面〕

1

安全・安心なまちづくり（中学生・
小学生の安全安心な通学）について
〔鶴城〕
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3
安全とうるおいのある環境づくり
（鶴城公園の整備）について
〔鶴城〕

市長は、市民の憩いの場である公園整備の必要性を述べ、「緑あふれ
る魅力的な公園づくりに努めてまいります」と言っています。

さて、鶴小校区にある鶴城公園は、戦前より西尾市民の憩いの場とし
て親しまれています。昭和５８年に西尾市立図書館の建物が建てられた
際には、公園敷地も拡張し、テニスコートなどが新設されました。そし
て、２０年ぐらい前には鶴城公園整備計画も策定されました。しかし、
多額の予算を要したため、その計画は中断されたままとなり、５０年以
上前に造られた砂場はそのまま放置されるなど一体感のない、景観の良
くない公園となっています。
　
【提案・要望】

砂場の撤去や遊具の適正な配置、ゲートボール場跡地の利用など、広
い敷地を有効に使えるような最低限の整備によって、緑あふれる魅力あ
る公園にすることができないでしょうか。そうすれば、西小校区や鶴小
校区の住民が憩いを求めて気軽に訪れ、一時を楽しめるような公園がで
きると思います。

また、怪我防止の素材を使用するなど安全面に配慮した遊具を設置し
て子どもたちが伸び伸びと遊べる公園として、市内の施設で最も利用度
の高い図書館を訪れる人も憩える公園にしたらいかがでしょうか。
　市長のお考えをお聞きします。

【提案・要望】
鶴城公園は、郷土の歴史と文化の香りが漂う市の象徴的な公園とし

て、古くから親しまれている所であります。
ご意見にありましたように、長い間に公園を取り巻く環境も随分変わ

り、施設の改修が必要であると認識しております。
ゲートボール場の有効利用、遊具やテニスコートなどの老朽化または

公園施設のバリアフリー化など課題は山積しておりますが、今年度は砂
場の撤去、遊具の更新、ベンチの再配置など一部施設の改修を行いまし
て、子どもたちが伸び伸びと遊べ、木々の緑や木陰をゆっくり楽しめる
ような公園にしていきたいと考えております。

公園緑地課

4
安心できる暮らし、快適な暮らし
（外国人との共生）について
〔鶴城〕

【質問】
鶴城小学校区は、外国人が多数居住する地域です。そのため「外国人

との共生を考える会」を通して、町内会でも住み良い町にしようと様々
な問題を協議しています。

しかし、生活習慣の違いによるものか、ごみの分別と出し方、違法駐
車はなかなか改善できません。これは地域で解決しなければならない問
題でしょうが、良い方策が見つかりません。市長は「市民と行政が共に
考え、行動するまちづくり」に取り組むと述べていますが、行政はこの
ような問題を地域に丸投げしていませんか。違法駐車や環境問題は西尾
市の問題であります。

これら問題について、西尾市はいかがお考えでしょうか。是非、解決
に向けての知恵をお聞かせください。

【質問】
皆さま方には、外国人住民に配慮した住み良いまちづくりにご尽力い

ただいておりますことに感謝を申し上げます。
生活習慣や言葉の違いにより大変なご苦労をされていると存じます

が、日本人であれ外国人であれ、良き関係を築く第一歩は、お互いを理
解することだと思います。「問題解決に向けての知恵」ということであ
りますが、例えば、町内会のお祭りや鶴城ふれあいフェスティバルで交
流していただく中で、順応能力の高い子どもを通じて、ゴミの出し方や
駐車方法など西尾市で暮らしていく上での基本的なルールやマナーを身
につけていただくことも一つの手法だと思います。また、日本人も外国
人の考え方を理解することで、これらの地域活動が交流から共生に発展
し、様々な問題解決にもつながると考えます。

７月１日現在、市内には6,048人の外国人が居住され、今後も増加が
予想されます。市では「外国人のための生活ガイドブック」、「家庭ご
みの分け方・出し方ガイドブック」を始めとする多言語に対応した各種
チラシの配布や定期的な外国人相談、やさしい日本語教室などによる支
援といった多文化共生にかかる取り組みを全庁あげて推進しておりま
す。今後も町内会の皆さま方とよく連携を取り合って「住み良いまち」
の実現に向け支援させていただきますので、お気づきの点がございまし
たら窓口であります地域支援協働課にご相談ください。

なお、違法駐車の取り締まりにつきましては、恐れ入りますが西尾警
察署交通課へご相談をお願いいたします。

地域支援協働課
ごみ減量課
危機管理課
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【質問１】
「西尾市民病院中期計画」により市民に安心安全な医療が提供される

とのことですが、産婦人科は休眠状態となっている中で、市民病院は西
三河南部の地域中核病院の役割を十分に担えるだけの医療体制の確立が
急務と思われます。この問題につきまして「医師確保奨学金貸与制度」
により明るい兆しが見込まれるとのことですが、どのような状況である
のかお聞きします。

【質問１】
現在、医師は大病院を選択したり生活利便性の高い都市部に集中する

傾向にあり、地方の病院は医師確保で苦境に立たされています。その中
で医師確保奨学金貸与制度は、市長マニフェストに掲げ優先度の高いも
のでございます。

この制度は医学生に対し奨学金を貸与し、医師免許取得後に西尾市民
病院に勤務していただくことで、安定的な医療供給体制の確立と地域医
療の充実を図ることを目的に、平成２６年度から実施いたしました。そ
の結果、昨年度は０人であった研修医を、今年度は３名確保することが
でき、明るい話題となっております。現在、奨学金は１２名の医学生に
貸与しており、卒業後は当院に確実に勤務していただけるものと期待し
ています。

特に研修医を確保できたことは、夜間、休日の救急医療の前線で多く
の救急患者さんへの初期対応ができることから、日当直の上級医師が重
症者の診察に専念できることや負担が軽減されることにより、皆さまに
は今までより一層の安心かつ的確な救急医療体制を提供できるものと考
えています。

なお、産婦人科の分娩制限につきましては、大変ご迷惑をお掛けして
おります。医療はまさに人的なサービスでありますので、引き続き１人
でも多くの医師を確保できるよう努めてまいります。

【質問２】
病棟の改修と高額医療機器の導入により、病院機能の向上と経営の健

全化を図っていくとありますが、病院機能に投資することで、なぜ経営
の健全化が図れるのか、その理由と見通しをお尋ねします。もし、この
手法がうまく行かなかった場合、これも西尾市の財政に負担になること
はないでしょうか。

【質問２】
病院建物は、移転新築後２５年が経過し、老朽化、経年劣化も進んで

おります。また、医療機器は、充分な投資が出来ないのも現実でありま
して、新規に購入するものがある一方、耐用年数の概ね２倍の１０年間
程使用しているものもございます。

しかしながら、施設の改修や長寿命化、入院生活の快適性の向上や医
療機器の導入・更新は、患者様が治療に専念できるように環境を整備
し、短時間かつ苦痛の少ない医療や正確な検査を行う上で必要不可欠な
投資と考えます。

また、最新の医療機器導入は医師などの医療スタッフが更なる的確な
検査や治療を行おうとする意欲の向上にもつながり、このことにより患
者様の信頼と安心感を高め、当院を利用していただくことにより経営健
全化につながるものと考えております。

今後は平成２６年度末に策定しました「西尾市民病院中期計画」によ
り、投資では患者様の信頼度や収益への貢献度、当院の特色に繋がるも
のについて、計画的に投資を行い、経営の健全化につなげたいと考えま
す。

さらに、必要な投資においては補助金や地方債を検討するなど西尾市
財政の負担にならないように努力してまいりますので、よろしくお願い
いたします。

安心できる暮らしを支える健康
（地域医療）について
〔八ツ面〕

市民病院
管理課
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